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　今年（1〜11月）の三鷹警察署管内での空き巣被害件数は、昨年より9件増
加の27件となっています。さらに、12月と1月は暗くなるのが早く、家を
不在にすることが増えるため、空き巣被害が多発します。
　帰省や旅行で家を留守にすることが多い年末年始に向け、空き巣被害防
止のポイントを確認し、防犯対策を万全にしましょう。

　侵入経路で最も多いのは、庭やバルコニー
に面した「掃き出し窓」です。被害に遭った家の
多くは補助錠を付けていませんでした。窓の鍵
は窓ガラスを割れば簡単に開けることができま
す。「窓には補助錠」を徹底しましょう。

そのほかの空き巣被害防止のポイント
◆わずかな時間でも必ず施錠する
　空き巣犯は数分で犯行に及びます。ごみ出しなど、わずかな外出でも必
ず鍵をかけましょう。オートロックの集合住宅でも、油断は禁物です。
◆地域の目で犯行を起こさせない
　長期間留守にする場合は、近所の方に声掛けを。
◆隠れる場所を作らない
　育ち過ぎた植木は剪定（せんてい）して、外からの見通しをよくしましょう。
◆防犯グッズを活用する
　防犯カメラや人感センサー付きライト、踏むと大きな音が出る防犯用の砂
利などの活用も効果的です。

�　三鷹警察署、三鷹防犯協会、三
鷹市などが協働で、市民一人ひと
りの年末年始における防犯意識向
上に向けた啓発活動を行います。
12月19日㈭16時から
さくら通り駐輪場周辺

　12月から3月は、空気が乾燥する寒い季節で、暖房器具を
使用する機会が増えることから、1年で最も火災の発生が多
い時期です。火災防止のポイントを確認し、各家庭での防火
対策をお願いします。

安全安心課☎内線4521 防災課☎内線4512

外国人のための防災訓練事務局（㈱アド・インターフェース内）☎03-5811-1929

12月20日㈮〜
令和2年1月3日㈮は年末年始特別警戒
　警視庁では、年末年始の防犯に向け警戒を強化しています。

年末年始は特にご注意を

12月22日㈰〜31日㈫は歳末消防特別警戒
「もう一度　確認　安心　火の用心」
　期間中は、三鷹市消防団が午後7時〜10時に市内の夜間巡回広報と警戒を行います。被害全体の約6割が

窓ガラスを割られて侵入

歳末の防犯活動 東京都
令和2年1月28日㈫午前10時～午後0時40分
在学・在勤を含む都内の外国人300人
武蔵野の森総合スポーツプラザ（調布市西町290-11）
1月15日㈬までに同事務局☎03-5811-1929・ 2019info@bousaikun

ren.com・ https://bousaikunren.com/（右記二次元コード）へ（先着制）

　参加者でグループを組み各訓練を回りま
す。当日は語学ボランティアが通訳します
ので、安心してご参加ください。

前回の様子

お め で とうご ざ い ま す！
東三鷹学園コミュニティ・スクール委員会が 

文部科学大臣表彰を受賞
秘書広報課秘書係☎内線2011

　地域学校協働活動への貢献が認められ、東三鷹学園コミュニティ・スクール 
委員会が文部科学大臣表彰を受賞しました。
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●VR防災体験車による災害体験
●起震車による地震の揺れ体験
●初期消火や煙体験
●避難所体験
●翻訳アプリの体験
●災害時に役立つ工作ワークショップ
●防災・減災に関する紹介ブースなど

内容


